
　
１
―
市
、
五
十
八
年
度
大
卒
職
員
採
用
試
験
合

　
格
者
発
表
。
四
一
九
人
と
昨
年
比
四
五
％
増
。

　
▽
あ
ざ
み
野
駅
前
に
有
料
駐
輪
場
オ
ー
プ
ン

1
0
―
「
山
下
公
園
眺
望
権
訴
訟
」
、
横
浜
地
裁

　
で
和
解
成
立
。
▽
市
の
中
華
街
来
街
者
ア
ン
ケ

　
ー
ト
調
査
に
よ
る
と
、
「
初
め
て
」
二
四
％
。

　
「
市
外
か
ら
」
五
三
％
な
ど
の
結
果
判
明

　
1
1
―
市
、
自
衛
隊
員
募
集
事
務
を
九
年
ぶ
り
に

　
再
開
。
▽
市
、
八
億
九
、
二
〇
〇
万
円
の
減
額

補
正
予
算
案
な
ど
市
会
定
例
会
の
案
件
発
表

　
1
2
―
伊
勢
佐
木
町
三
・
四
丁
目
シ
ョ
ツ
ピ
ン
グ

　
モ
ー
ル
完
成
式
。
▽
横
浜
駅
西
口
、
横
浜
岡
田

　
屋
（
モ
ア
ー
ス
）
改
装
開
店
。
▽
金
沢
八
景
大

　
橋
渡
り
初
め
式
。
一
一
〇
ｍ

　
1
3
―
緑
区
の
「
三
保
市
民
の
森
」
、
面
積
を
縮

　
少
し
て
四
ヵ
月
ぶ
り
に
再
開

　
1
5
―
市
技
能
者
技
術
交
流
団
、
上
海
市
訪
問

　
（
～
2
1
）
。
∇
大
黒
ふ
頭
Ⅱ
期
（
そ
の
２
）
地
区
公

　
有
水
面
埋
立
事
業
の
環
境
ア
セ
ス
審
査
書
告
示

　
1
7
－
旭
区
若
葉
台
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
に
「
シ
ョ
ッ

　
ピ
ン
グ
・
タ
ウ
ソ
わ
か
ば
」
オ
ー
プ
ン

　
1
8
－
市
会
定
例
会
開
会
（
～
3
0
）

　
1
9
－
帷
子
川
分
水
路
計
画
に
つ
い
て
、
県
と
西

　
区
軽
井
沢
自
治
会
、
建
築
協
定
書
に
サ
イ
ン

　
2
0
―
市
、
’
写
真
パ
ネ
ル
展
「
五
重
苦
を
の
り
越

　
え
て
１
横
浜
は
生
き
て
い
る
」
相
鉄
ジ
ョ
イ
ナ

　
ス
で
開
催
（
～
2
6
）
。
▽
本
牧
の
米
軍
横
浜
海

　
浜
住
宅
跡
地
の
地
主
へ
の
引
き
渡
し
。
新
本
牧

１
―
大
阪
曽
根
崎
署
の
現
職
警
官
、

と
ば
く
遊
技
機
の
収
賄
で
逮
捕
。
▽

国
鉄
職
員
の
市
町
村
議
会
議
員
の
兼

職
禁
止
措
置
ス
タ
ー
ト
。
６
－
県
立

婦
人
総
合
セ
ン
タ
ー
、
江
の
島
に
オ

ー
プ
ン
。
８
―
国
土
庁
、
1
/
4
～
1
0
/
1
半

年
間
の
地
価
動
向
調
査
発
表
。
総
平

均
二
・
三
％
上
昇
。
９
―
国
民
生
活

白
書
「
安
定
成
長
下
の
家
計
と
変
ぼ

う
す
る
地
域
の
生
活
」
発
行
。
1
0
―

ブ
レ
ジ
ネ
フ
・
ソ
連
共
産
党
書
記
長

兼
最
高
会
議
幹
部
会
議
長
死
去
（
7
5
）

Ｈ
－
地
方
の
時
代
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
「
地
方
自
治
体
の
国
際
交
流
」
、
横

浜
国
際
会
議
４
　
で
開
幕
（
～
1
2
）
。
県

な
ど
主
催
。
▽
警
察
大
学
校
校
長
・

前
大
阪
府
警
本
部
長
杉
原
正
氏
自
殺

（
5
1
）
。
1
5
－
上
越
新
幹
線
開
業
。
▽

日
本
受
精
着
床
学
会
設
立
。
1
6
―
五

十
七
年
版
消
防
白
書
に
よ
る
と
、
五

十
六
年
中
の
火
災
六
万
七
八
八
件

で
一
・
五
％
増
。
原
因
一
位
、
た
ば

こ
。
1
7
―
全
国
市
議
会
議
長
会
調
査

に
よ
る
と
、
六
五
】
市
の
内
二
三
一

市
が
選
挙
ポ
ス
タ
ー
掲
示
場
設
置
条

例
制
定
。
1
9
―
第
九
回
ア
ジ
ア
大
会

イ
ン
ド
ー
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
で
開
幕
（
～

1
2
/
4
）
。
三
三
力
国
参
加
。
2
2
―
「
緑

の
地
球
防
衛
基
金
」
創
設
。
2
4
―
自

民
党
総
裁
子
備
選
開
票
。
一
位
、

中
曽
根
康
弘
氏
。
2
7
―
中
曽
根
内
閣

地
区
開
発
促
進
協
議
会
は
立
ち
合
い
拒
否
。
▽

「
国
際
性
豊
か
な
横
浜
を
創
る
懇
談
会
」
初
会
合

2
4
―
第
八
回
六
都
県
市
首
脳
会
議
、
江
の
島
で

開
催
。
首
都
機
能
、
廃
棄
物
等
に
つ
い
て

2
6
―
横
浜
駅
西
口
駅
ビ
ル
「
シ
ア
ル
」
新
装
開
店

2
8
―
第
二
回
横
浜
フ
フ
ソ
ン
。
二
、
九
四
二
人

2
9
―
市
会
本
会
議
、
補
正
予
算
案
な
ど
可
決
、

「
人
事
院
勧
告
の
実
施
に
関
す
る
意
見
書
提
出
」

可
決
。
▽
「
釜
利
谷
訴
訟
」
で
横
浜
地
裁
、
原

告
の
適
格
性
否
定

１
―
市
、
'
8
2
よ
こ
は
ま
国
際
く
ら
し
の
会
議
」

を
保
土
ヶ
谷
公
会
堂
で
開
催
。
▽
市
、
初
の
難

病
相
談
を
旭
保
健
所
で
実
施

２
―
み
な
と
経
済
振
興
懇
談
会
研
究
第
三
グ
ル

ー
プ
、
「
横
浜
の
卸
売
機
能
の
強
化
に
つ
い
て
」

提
言
。
▽
市
、
「
横
浜
国
際
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー

ト
」
を
県
立
音
楽
堂
で
開
催
（
～
３
）

３
―
横
浜
人
形
の
愛
称
、
「
ヨ
ー
コ
」
に
決
定

▽
市
第
一
回
「
障
害
者
の
ぼ
」
行
事
（
～
５
）

４
－
市
長
、
日
本
丸
誘
致
を
運
輸
相
ら
に
陳
情

９
―
市
情
報
公
開
問
題
研
究
会
初
会
合
。
座
長

に
三
浦
恵
司
市
大
教
授
。
▽
市
長
と
上
海
市
長

共
同
声
明
発
表
、
開
港
広
場
に
上
海
市
の
市
章

の
レ
リ
ー
フ
板
設
置

1
4
―
南
区
在
住
で
全
国
第
三
位
の
長
寿
者
、
田

中
松
太
郎
氏
死
去
。
一
〇
八
歳

1
6
―
市
営
地
下
鉄
開
業
一
〇
周
年

発
足
、
▽
「
相
模
川
を
愛
す
る
会
」

旗
揚
げ
。
相
模
原
市
内
の
自
然
保
護

団
体
な
ど
六
八
団
体
で
結
成
。
2
9
―

大
井
町
長
に
瀬
戸
洋
二
氏
無
投
票
再

選
。
▽
国
連
大
学
・
県
主
催
に
よ
る

国
連
大
学
セ
ミ
ナ
ー
「
新
国
際
秩
序

の
形
成
」
横
浜
国
際
会
議
場
で
開
幕

（
～
1
2
/
3
）
。
▽
文
部
省
の
高
卒
予
定
者

の
就
職
内
定
率
調
査
に
よ
る
と
、
十

月
末
現
在
六
六
・
八
％
で
、
前
年
比

二
・
二
％
減
　
　
　
　
　
　
　

１
―
国
鉄
無
料
パ
ス
、
国
会
議
員
・

国
鉄
職
員
職
務
用
を
除
き
全
廃
。
▽

県
総
合
産
業
政
策
委
員
会
、
「
か
な

が
わ
の
総
合
産
業
政
策
」
を
知
事
に

答
申
。
２
―
米
ユ
タ
州
で
、
完
全
置

換
型
人
工
心
臓
埋
め
込
み
手
術
成
功

３
―
国
連
総
会
、
「
障
害
者
の
一
〇

年
」
官
一
言
。
６
―
「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

税
金
訴
訟
」
で
東
京
高
裁
、
源
泉
徴

収
合
憲
判
決
。
▽
「
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム

機
訴
訟
」
で
東
京
地
裁
、
ソ
フ
ト
ウ

ェ
ア
に
著
作
権
認
め
る
判
決
。
７
―

厚
生
省
、
日
本
ケ
ミ
フ
ア
を
新
薬
不

正
事
件
で
製
造
・
輸
入
八
〇
日
間
停

止
処
分
。
８
―
県
メ
リ
ー
フ
ン
ド
州

友
好
委
員
会
設
立
総
会
。
９
―
県
総

合
福
祉
政
策
委
員
会
、
障
害
福
祉
長

’
期
行
動
計
画
基
本
構
想
を
知
事
に
提

出
。
1
3
―
国
税
庁
、
「
法
人
企
業
の

市政日誌

11月
昭和

57年
1982

横
浜
市
関
係

自
治
体
・
国
・
社
会

2 月
I昭和

57年

1982

横
浜
市
関
係

自
治
体
・
国
・
社
会
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市政日誌

1
8
―
中
区
の
開
港
資
料
館
横
に
「
開
港
広
場
」

オ
ー
プ
ン
、
市
内
初
の
。
広
場
公
園

2
0
―
市
、
市
政
モ
ニ
タ
ー
が
選
ん
だ
「
こ
と
し

の
市
内
一
〇
大
ニ
ュ
ー
ス
」
発
表
。
一
位
、
本

牧
の
横
浜
海
浜
住
宅
地
区
な
ど
米
軍
三
施
設
返

還
。
▽
鶴
見
・
港
北
区
住
民
代
表
、
鶴
見
川
改

修
費
の
確
保
を
建
設
・
大
蔵
相
ら
に
陳
情
。
▽

環
境
庁
、
五
十
六
年
度
大
気
汚
染
調
査
発
表
。

西
区
平
沼
小
、
全
国
ワ
ー
ス
ト
一
位
に

2
1
―
生
麦
地
区
セ
ン
タ
ー
オ
ー
プ
ン

2
2
―
―
市
会
臨
時
会
開
会
（
～
2
5
）

2
4
―
磯
子
駅
近
く
の
高
層
ア
パ
ー
ト
屋
上
か
ら

岡
村
中
学
の
女
子
中
学
生
三
人
が
飛
び
降
り
自

殺
。
▽
市
と
川
崎
市
、
工
業
等
制
限
法
緩
和
を

求
め
る
要
望
書
を
国
土
庁
長
官
に
提
出
。
▽
「
山

下
公
園
眺
望
権
訴
訟
」
和
解
成
立
で
、
元
原
告

が
バ
ラ
花
壇
用
に
と
市
に
三
〇
〇
万
円
寄
付

2
5
―
市
会
、
市
職
員
・
特
別
職
退
職
金
削
減
の

た
め
の
条
例
改
正
案
な
ど
可
決
し
閉
幕
。
退
職

金
は
、
上
限
七
四
・
八
ヵ
月
に
引
き
下
げ

2
7
―
市
1
/
1
付
人
事
異
動
発
表
。
二
二
三
人

５
―
神
奈
川
区
生
活
環
境
図
集
、
販
売
開
始

６
―
市
長
、
年
頭
記
者
会
見

７
１
市
、
長
期
企
業
研
修
に
主
査
三
人
発
令
。

神
奈
川
臨
海
鉄
道
、
そ
ご
う
、
相
模
鉄
道
の
三

社
に
1
/
1
0
か
ら
。
▽
市
長
ら
、
首
相
に
「
日
本
丸
」

の
横
浜
移
管
要
請
。
▽
ナ
ホ
ト
カ
航
路
一
九
年

の
ソ
連
客
船
「
バ
イ
カ
ル
号
」
、
大
桟
橋
に
最

後
の
入
港
（
～
８
）

実
態
調
査
」
発
表
。
交
際
費
三
兆
三

〇
六
一
億
円
で
前
年
比
六
・
一
％
増

▽
会
計
検
査
院
、
五
十
六
年
度
決
算

検
査
報
告
。
不
適
正
経
理
二
一
一
件

一
、
七
二
二
億
円
。
1
4
―
全
日
本
民

間
労
働
組
合
協
議
会
（
全
民
労
協
）

結
成
総
会
。
四
一
早
産
、
四
二
五
万

人
参
加
。
1
8
―
厚
生
省
、
五
十
六
年

医
療
施
設
調
査
・
病
院
報
告
。
人
口

一
○
万
人
当
た
り
医
療
施
設
数
一
位

高
知
県
一
八
・
三
。
2
0
―
政
府
、
五

年
ぶ
り
に
消
費
者
米
価
据
え
置
き
決

定
。
▽
農
水
省
、
五
十
六
年
度
食
料

需
給
表
発
表
。
年
間
一
人
当
た
り
米

消
費
量
七
七
・
・
八
㎏
で
前
年
比
】
・

一
㎏
減
。
2
3
―
税
制
調
査
会
、
六
年

連
続
の
所
得
減
税
見
送
り
な
ど
答
申

2
9
―
労
働
省
・
、
五
十
七
年
労
働
組
合

基
本
調
査
発
表
。
組
織
率
三
〇
・
五

％
。
前
年
比
〇
・
三
％
減
。
3
0
―
五

十
八
年
度
予
算
政
府
案
決
定
。
五
〇

兆
三
、
七
九
六
億
円
。
前
年
比
一
・

四
％
増
。
国
債
依
存
度
二
六
・
五
％

１
―
は
と
バ
ス
、
都
内
初
の
二
階
建

バ
ス
運
行
。
４
―
二
ヵ
日
の
全
国
初

も
う
で
八
、
一
六
〇
万
人
。
７
―
厚

生
省
、
五
十
七
年
行
政
基
磯
調
査
発

表
。
世
帯
総
数
三
、
六
二
四
万
八
千

世
帯
。
前
年
比
〇
・
四
％
増
。
一
世

帯
平
均
三
・
二
五
人
。
前
年
比
○
・

○
一
人
増
。
８
―
ニ
チ
イ
小
田
原
出

店
を
め
ぐ
り
、
小
田
原
市
議
、
収
賄

1
3
―
市
会
、
傍
聴
規
則
［
部
改
正
。
年
齢
制
限

を
「
児
童
及
び
乳
幼
児
」
に
緩
和

1
4
―
横
浜
海
洋
科
学
博
物
館
将
来
構
想
策
定
委

員
会
、
報
告
書
を
市
長
に
提
出
。
市
制
百
周
年

を
目
標
に
「
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
」
構
想
。
▽

市
内
】
○
番
目
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
港

北
み
ど
り
園
」
が
港
北
区
新
吉
田
町
に
開
所

1
7
―
市
の
「
在
宅
老
人
の
健
康
実
態
調
査
」
中

間
報
告
に
よ
る
と
、
六
五
歳
以
上
の
四
・
八
五

％
が
痴
呆
性
老
人

1
8
上
局
速
湾
岸
線
環
境
ア
セ
ス
準
備
書
の
地
元

説
明
会
始
ま
る
（
～
2
6
）

2
1
－
東
京
国
税
局
、
税
務
署
別
最
高
路
線
価
発

表
。
市
内
一
位
は
、
横
浜
駅
西
口
横
浜
高
島
屋

前
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
通
り
。
一
九
一
万
円
／
㎡

2
2
―
鶴
ケ
峰
駅
周
辺
開
発
協
議
会
結
成

2
4
―
市
老
人
保
健
推
進
連
絡
協
議
会
発
足

2
5
―
婦
人
問
題
海
外
セ
ミ
ナ
ー
報
告
の
「
よ
こ

は
ま
婦
人
闇
題
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
ヽ
市
隻

康
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
で
開
催
。
▽
福
祉
モ
ニ

タ
ー
第
八
期
メ
ベ
ハ
ー
、
「
地
域
福
祉
確
立
に

向
け
て
の
福
祉
行
政
」
を
市
長
に
提
言

2
6
―
市
自
転
車
等
駐
車
対
策
会
議
、
駐
車
（
輪
）

規
制
、
駐
車
場
整
備
な
ど
の
条
例
化
打
ち
出
す

2
7
―
第
八
回
三
首
長
懇
談
会
、
川
崎
で
開
催
。

工
業
制
限
諸
制
度
の
～
見
直
し
要
望
書
を
、
通
産

相
・
国
土
庁
長
官
に
提
出

2
8
―
市
内
六
ヵ
所
目
の
地
域
活
動
ホ
ー
ム
「
ふ

れ
あ
い
の
家
」
、
鶴
見
区
生
麦
地
区
セ
ン
タ
ー

前
に
オ
ー
プ
ン
。
地
域
交
流
室
も
併
設

で
追
捕
。
９
―
中
川
一
郎
前
科
学
技

術
庁
長
官
自
殺
（
5
7
）
。
1
0
―
五
十
七

年
新
車
販
売
台
数
三
九
二
7
7
　
六
、

七
二
一
台
。
前
年
比
〇
・
八
％
増
。

軽
自
動
車
一
三
三
万
四
、
七
二
四
台

で
八
・
五
％
増
。
1
3
―
熊
本
県
知
事

選
挙
立
候
補
阻
止
事
件
。
▽
通
産
省

五
十
七
年
輸
出
確
認
統
計
発
表
。
一

三
四
億
五
、
九
八
九
万
＄
。
前
年
比

九
・
四
％
減
。
1
5
1
ニ
チ
イ
出
店
汚

職
で
。
藤
沢
市
議
、
収
賄
で
逮
捕
。

1
7
―
自
治
省
、
五
十
六
年
度
地
方
自

治
体
汚
職
事
件
調
査
発
表
。
一
三
二

自
治
体
、
一
六
二
件
、
二
八
四
人
。

2
1
－
国
税
庁
、
県
庁
所
在
地
の
最
高

路
線
価
溌
表
。
平
均
引
き
上
げ
率
は

一
・
九
％
。
前
年
比
三
・
六
％
減
。

▽
文
部
省
、
国
・
公
・
私
立
学
校
給

食
実
施
状
況
発
表
。
小
学
校
九
八
％

中
学
校
八
六
・
一
％
。
2
4
―
ソ
連
原

子
炉
衛
星
、
イ
ン
ド
洋
中
央
海
域
に

落
下
。
▽
秦
野
市
と
東
海
大
学
、
協

力
関
係
を
確
立
す
る
「
提
携
申
し
合

わ
せ
書
」
調
印
。
2
6
―
ロ
ッ
キ
ー
ド

事
件
論
告
求
刑
公
判
、
田
中
元
総
理

に
受
託
収
賄
罪
・
外
為
法
違
反
で
懲

役
五
年
、
追
徴
金
五
億
円
。
2
7
―
青

函
ト
ン
ネ
ル
先
導
抗
貫
通
。
一
八
年

八
ヵ
月
ぶ
り
。
▽
米
国
の
'
8
2
年
対
日

赤
字
一
八
九
億
六
、
五
〇
〇
万
＄
と

史
上
最
高
。
▽
五
十
七
年
国
際
収
支

は
経
常
収
支
で
六
八
億
九
、
六
〇
〇

万
＄
の
黒
字
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